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９
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例
会

９
月
定
例
会
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平
成
26
年
度

一
般
会
計
・
特
別
会
計
決
算
を
認
定

９
月
定
例
会
は
、
４

日
か
ら
11
日
ま
で
の
会

期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

平
成
26
年
度
決
算
の

認
定
の
ほ
か
、
平
成
27

年
度
補
正
予
算
を
は
じ

め
、
条
例
改
正
な
ど
議

案
11
件
、
報
告
６
件
、

同
意
案
１
件
、
意
見
書

１
件
を
審
議
し
、
採
決

の
結
果
、
賛
成
全
員
及

び
賛
成
多
数
で
全
件
可

決
し
ま
し
た
。

な
お
、
議
員
提
出
意

見
書
案
１
件
は
、
継
続

審
査
と
決
定
し
ま
し
た
。

一
般
質
問
に
は
５
人

の
議
員
が
登
壇
し
、
町

政
全
般
に
つ
い
て
、
活

発
な
論
戦
を
展
開
し
ま

し
た
。

一
般
会
計

歳
入
に
お
い
て
は
、
１
億

５
６
０
０
万
円
余
り
の
増
、

歳
出
に
お
い
て
は
３
９
０
０

万
円
余
り
の
減
と
な
っ
て
い

る
。歳

入
で
は
、
消
費
税
率
変

更
に
伴
う
社
会
保
障
財
源
分

の
地
方
消
費
税
交
付
金
の
増

加
や
介
護
基
盤
緊
急
整
備
等

対
策
事
業
を
実
施
し
た
こ
と

に
よ
る
県
支
出
金
の
増
加
が

要
因
で
あ
る
。

歳
出
で
は
、
庁
舎
空
調
整

備
工
事
や
黒
岩
中
学
校
耐
震

化
工
事
完
了
に
伴
う
費
用
の

減
少
、
地
方
債
の
償
還
額
の

減
少
等
が
要
因
で
あ
る
。

実
質
収
支
で
は
、
２
億
８

３
０
０
万
円
余
り
の
黒
字
で

あ
る
。

国
民
健
康
保
険
事
業

歳
入
歳
出
と
も
に
17
億

９
千
万
円
余
り
で
、
基
金
残

高
５
４
０
０
万
円
と
な
っ
て

い
る
。
国
保
会
計
の
安
定
し

た
運
営
に
向
け
、
税
額
の
見

直
し
を
行
っ
て
お
り
、
平
成

27
年
４
月
１
日
か
ら
適
用
に

な
っ
て
い
る
。

介
護
保
険
事
業

歳
入
は
16
億
６
２
０
０

万
円
余
り
、
歳
出
は
16
億
５

９
０
０
万
円
余
り
と
な
っ
て

い
る
。

病
院
事
業
黒
字
へ
転
換

病
院
事
業

昨
年
度
は
耐
震
化
事
業
に

伴
う
除
却
費
用
等
の
特
別
損

失
の
費
用
計
上
に
よ
り
赤
字

と
な
っ
て
い
た
が
、
平
成
26

年
度
決
算
に
お
い
て
は
、
新

会
計
制
度
導
入
も
あ
り
、
純

利
益
１
千
万
円
余
り
の
黒
字

と
な
っ
て
い
る
。

水
道
事
業

当
年
度
純
利
益
は
１
１
０

０
万
円
余
り
、
過
去
３
年
間

は
、
安
定
的
に
利
益
が
計
上

で
き
て
い
る
。



65億9,127万
17億9,358万

3,859万
5,519万
2,335万

16億6,253万
2億1,531万
1億7,390万
17億6,553万
123億1,925万

歳　入
61億1,833万
17億9,335万

92万
5,519万
2,335万

16億5,975万
2億1,212万
1億6,287万
17億5,525万
117億8,113万

会　　計　　名

特
　
別
　
会
　
計

国民健康保険
住宅新築資金等貸付事業
学校給食
農業集落排水事業
介護保険
後期高齢者医療
水道事業
病院事業

決　　　　　　算　　　　　　額

1億8,973万
0万
0万
0万
0万
0万
0万
0万
0万

1億8,973万
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2億8,321万
23万

3,767万
0万
0万

278万
319万
1,103万
1,028万

3億4,839万

一　　般　　会　　計

平成26年度各会計の決算状況
歳出 総額117億8 , 1 1 3万円

10億�
20億�
30億�
40億�
50億�
60億�
70億�
80億�
90億�
100億�
110億�

�24年度� 25年度� 26年度��23年度��22年度���

積立金（  　　  一般会計・　　     特別会計  ）　　　借入金�

3,586

8,260

3,844

7,855

438 297
4,062

7,951

308
4,342

8,336

260
4,472

7,921

185

総 合 計

（単位:円）

※水道・病院事業特別会計は税抜収益的収支を記載

積立金・借入金の推移　　　　

※借入金は、特別会計・一般会計の合計金額を記載

（単位：百万円）

歳　出 翌年度繰越額 実質収支額

町
の
借
入
金

一
般
会
計
で
は
、
借
入
金

よ
り
も
償
還
金
の
ほ
う
が
多

く
、
１
億
３
千
万
円
弱
減
少

し
た
。

特
別
会
計
に
お
い
て
も
、

２
億
２
千
万
円
余
り
減
少

し
、
全
体
と
し
て
は
３
億
５

千
万
円
程
度
減
少
し
総
額
79

億
２
千
万
円
余
り
と
な
っ
て

い
る
。

町
の
基
金

町
の
基
金
（
貯
金
）
の
状

況
は
、
平
成
26
年
度
に
は
５

千
万
円
余
り
増
え
、
年
度
末

現
在
高
は
46
億
５
千
万
円
余

り
と
な
っ
て
い
る
。
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借入金の返済減少する

平
成
26
年
度
一
般
会
計
の

歳
入
は
、
前
年
度
か
ら
１
億

５
６
８
３
万
円
の
増
額
と
な

っ
て
い
る
。
こ
の
要
因
は
、

消
費
税
率
変
更
に
伴
う
社
会

保
障
財
源
分
の
地
方
消
費
税

交
付
金
の
増
、
介
護
基
盤
緊

急
整
備
事
業
や
施
設
開
設
準

備
等
特
別
対
策
事
業
を
実
施

し
た
こ
と
に
よ
る
県
支
出
金

の
増
等
で
あ
る
。

一
方
、
歳
出
で
は
、
３
９

２
０
万
円
の
減
額
と
な
っ
て

い
る
。
こ
れ
は
、
公
共
施
設

整
備
基
金
の
積
立
金
の
減
、

庁
舎
空
調
整
備
工
事
や
黒
岩

中
学
校
耐
震
化
工
事
完
了
に

伴
う
費
用
の
減
、
地
方
債
の

償
還
額
の
減
等
に
よ
る
も
の

で
あ
る
。

未
収
金
の
状
況
は
、
一
般

会
計
、
特
別
会
計
を
含
め
る

と
、
収
入
未
済
額
は
９
３
２

１
万
円
で
、
前
年
度
よ
り
４

３
２
８
万
円
減
少
し
て
い

る
。
収
納
業
務
の
一
元
化
を

図
り
、
滞
納
整
理
を
強
化
し

た
こ
と
に
よ
り
、
徴
収
率
や

未
収
金
に
成
果
が
表
れ
て
い

る
と
考
え
る
。

今
後
に
お
い
て
は
、
財
政

状
況
を
踏
ま
え
、
投
資
の
バ

ラ
ン
ス
を
図
り
な
が
ら
、
必

要
な
財
源
を
確
保
し
、
町
民

の
負
託
と
信
頼
に
応
え
る
べ

く
、
最
小
の
経
費
で
最
大
の

効
果
を
挙
げ
る
よ
う
、
計
画

的
、
効
率
的
か
つ
効
果
的
な

行
政
運
営
を
推
進
さ
れ
た
い
。

監査意見（要旨）

監査委員
上　田　益　英
徳　弘　初　男

市
町
村
の
財
政
状
況
を
表

す
①
財
政
力
指
数
　
②
経
常

収
支
比
率
　
③
実
質
公
債
費

比
率
で
見
る
と

①
財
政
力
指
数
０
・
29

佐
川
町
で
は
自
前
で
ま
か

な
う
財
源
が
約
３
割
し
か
あ

り
ま
せ
ん
。

②
経
常
収
支
比
率
89
・
１

昨
年
度
86
・
0
で
３
ポ
イ

ン
ト
好
転
し
、
使
い
道
を
限

定
さ
れ
な
い
お
金
が
増
え
て

い
ま
す
。

③
実
質
公
債
費
比
率
８
・
６

借
入
金
の
返
済
額
は
少
な

く
な
り
５
年
前
の
15
・
7
と

比
較
す
る
と
、
7.1
ポ
イ
ン
ト

好
転
し
て
い
ま
す
。

一般会計�

歳  入�

65億�
9,127万円�

一般会計�

歳  出�

61億�
1,833 万円�

  町税　�
【11億2,307万円】17.0％�
  町民税・固定資産税�

  その他�
【4億9,922万円】7.6％�
  地方譲与税・寄付金�

  分担金・負担金　�
【1億4,708万円】2.2％�
  保育所負担金・工事負担金�

  使用料・手数料　�
【8,363万円】1.3％�
  住宅使用料・施設使用料�

  地方交付税　�
【28億4,089万円】�
  43.1％�
  財政力に応じた国の交付金�

  県支出金　�
【8億1,955万円】12.4％�
  県からの交付金・補助金 

  町債　�
【4億7,751万円】7.3％�
  長期借入金�

  議会費【7,700万円】1.2％�
  議員報酬・議会運営�

  総務費　�
【9億339万円】14.8％�
  財産管理・選挙�

  民生費　�
【20億4,154万円】�
  33.4％�
  高齢者福祉・保育所  

  衛生費　�
【7億3,630万円】12.0％�
  予防接種・ごみ処理�

  農林水産業費�
【2億7,608万円】4.5％�
  農林業振興・施設整備�

  商工費【6,744万円】1.1％�
  商工業・観光振興�  土木費　�

【2億9,605万円】4.8％�
  道路・住宅の維持改良�

  消防費　�
【4億2,784万円】7.0％�
  防災対策・消防活動�

  教育費　�
【4億2,098万円】6.9％�
  小中学校・文化施設�

  災害復旧費【2億76万円】3.3％�
  農林・公共施設災害�

  公債費　�
【6億7,095万円】11.0％�
  借入金の返済�

  国庫支出金　�
【6億32万円】9.1％�
  国からの交付金・補助金�

歳
入
歳
出
の
内
訳
は
下
記

の
表
の
と
お
り
で
す
。
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条
例
制
定
・
改
正

報
告
案
件

９
月
定
例
会
で
決
ま
り
ま
し
た

９
月
定
例
会
で
決
ま
り
ま
し
た

財
政
健
全
化
判
断

比
率
等
の
報
告

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の

健
全
化
に
関
す
る
法
律
（
財

政
健
全
化
法
）
に
基
づ
き
報

告
さ
れ
た
も
の
で
、
一
般
会

計
等
の
実
質
赤
字
比
率
、
連

結
実
質
赤
字
比
率
は
黒
字
の

た
め
数
値
が
な
く
、
実
質
公

債
費
比
率
８
・
６
％
、
将
来

負
担
比
率
も
数
値
が
な
く
、

早
期
健
全
化
基
準
を
下
回
っ

て
い
る
。

ま
た
、
水
道
事
業
、
病
院

事
業
、農
業
集
落
排
水
事
業
、

特
別
会
計
の
資
金
不
足
比
率

は
、
い
ず
れ
も
資
金
不
足
は

な
く
健
全
で
あ
る
と
報
告
を

受
け
た
。

人
　
　
事

教
育
委
員
会
委
員

栗
田
　
眞
二
　
氏
　
　

佐
川
町
本
郷
耕
１
５
０
１
番
地
１

佐
川
町
手
数
料
条
例
の

一
部
改
正

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
よ

り
、
平
成
28
年
１
月
か
ら
番

号
の
利
用
が
開
始
さ
れ
る
こ

と
に
伴
い
、
紛
失
等
に
よ
る

通
知
カ
ー
ド
及
び
個
人
番
号

カ
ー
ド
の
再
交
付
手
数
料
を

定
め
る
も
の
。

佐
川
町
個
人
情
報
保
護

条
例
の
一
部
改
正

番
号
法
が
公
布
さ
れ
、
個

人
情
報
保
護
条
例
に
つ
い

て
、
町
が
保
有
す
る
こ
と
に

な
る
特
定
個
人
情
報
の
適
切

な
取
り
扱
い
を
講
じ
る
た
め

の
改
正
。

平平成成2266年年度度

決決算算質質疑疑

一
般
会
計

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

介
護
保
険
特
別
会
計

水
道
事
業
特
別
会
計

病
院
事
業
特
別
会
計

工
事
請
負
契
約

平
成
27
年
度

清
鏡
地
区
地
域
農
業
施
設
機

能
保
全
対
策
工
事

（
契
約
の
方
法
）

指
名
競
争
入
札

（
契
約
金
額
）

５
１
０
８
万
４
千
円

（
契
約
の
相
手
）

有
限
会
社
　
愛
機
工
業

松
浦
議
員
　
基
金
の
益
金
積

立
の
ル
ー
ル
と
使
途
は
。

会
計
管
理
者
　
条
例
に
よ
り

定
め
が
あ
る
。

坂
本
議
員
　
国
保
の
保
険
税

軽
減
の
対
象
者
数
は
。

町
民
課
長
　
２
３
９
９
人
、

61
・
７
％
が
対
象
と
な
っ
て

い
る
。

松
浦
議
員
　
現
年
度
分
の
徴

収
が
マ
イ
ナ
ス
に
な
っ
て
い

る
。
理
由
は
。

健
康
福
祉
課
長
　
納
付
さ
れ

た
方
の
死
亡
等
に
よ
る
も
の
。

森
議
員
　
耐
震
性
に
問
題
の

あ
る
水
道
管
布
設
替
え
の
進

捗
状
況
は
。

産
業
建
設
課
長
　
27
年
度
中

に
す
べ
て
終
わ
る
。

森
議
員
　
貯
水
タ
ン
ク
の
安

全
性
は
ど
う
か
。

産
業
建
設
課
長
　
貯
水
タ
ン

ク
の
古
い
も
の
は
補
強
し
て

い
く
。

坂
本
議
員
　
ふ
る
さ
と
寄
付

金
約
３
８
０
万
円
の
純
利
益

は
ど
れ
ぐ
ら
い
か
。

総
務
課
長
　
大
体
45
％
程
度

だ
。

坂
本
議
員
　
中
学
生
ま
で
の

医
療
費
無
料
化
で
経
費
は
約

４
０
０
０
万
円
と
な
っ
て
い

る
。
こ
れ
に
伴
う
ペ
ナ
ル
テ

ィ
ー
分
は
い
く
ら
か
。

町
民
課
長
　
約
１
３
３
万
円

と
な
っ
て
い
る
。

森
議
員
　
決
算
の
総
括
は
。

町
長
　
お
お
む
ね
所
期
の
目

的
を
達
成
で
き
た
。

中
村
議
員
　
防
災
の
予
算
措

置
は
十
分
か
。

総
務
課
長
　
要
望
の
あ
る
も

の
に
対
し
て
は
交
付
し
て
い

る
。

けがのないよう準備体操！

清鏡堰

松
浦
議
員
　
特
別
損
失
５
１

２
万
の
内
容
は
。

産
業
建
設
課
長
　
制
度
改
正

に
よ
る
引
当
金
だ
。

永
田
議
員
　
町
長
の
医
師
住

宅
の
使
用
料
は
い
く
ら
か
。

ま
た
町
長
の
退
去
は
ど
う
な

っ
て
い
る
か
。

病
院
事
業
副
管
理
者
　
約
７

万
円
程
度
だ
。

町
長
　
住
宅
購
入
予
定
で
、

住
宅
を
構
え
た
ら
退
去
す

る
。
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平成平成2626年度年度

注目注目したした事業事業
９月定例会において、認定した平成26年度各会計決算の中から、注目する事業を紹介します。

議会が

総合計画策定

1,236万円

第
５
次
佐
川
町
総
合
計
画

に
反
映
す
る
た
め
、
町
民
ア

ン
ケ
ー
ト
、
住
民
ヒ
ア
リ
ン

グ
、
し
あ
わ
せ
会
議
等
を
実

施
し
、
課
題
を
抽
出
、
整
理

し
ま
し
た
。

あったかふれあい
センター事業

1,419万円

福
祉
の
拠
点
を
設
け
、
地

域
福
祉
充
実
の
た
め
の
事
業

で
す
。。
尾
川
、
斗
賀
野
で

は
じ
ま
り
ま
し
た
。

集落活動センター事業

914万円

集
落
づ
く
り
、
地
域
づ
く

り
の
た
め
黒
岩
、
斗
賀
野
、

加
茂
で
平
成
28
年
度
中
の
開

設
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
尾
川
は
平
成
26
年
度
か

ら
活
動
し
て
い
ま
す
。

集落活動センター事業とは

今、集落の力が弱くなっています。住民の力
を取り戻し集落がもっと活発になるよう、中心
的役割を果たす組織をつくり、地域の拠点をつ
くる事業です。

斗賀野集落センター予定地

毎日にぎわうあったかセンター（斗賀野）

多くの意見で盛りあがったしあわせ会議



7 平成27年11月1日 第64号

間伐作業路開設事業

474万円

自
分
た
ち
で
山
を
持
続
的

に
育
て
て
い
く
た
め
、
研
修

や
作
業
路
開
設
の
た
め
の
費

用
で
す
。

地域おこし協力隊

2,236万円

地
域
の
活
性
化
・
移
住
促

進
を
図
る
た
め
、
自
伐
型
林

業
５
名
、
地
域
支
援
１
名
、

６
次
産
業
化
支
援
１
名
が
活

動
し
ま
し
た
。

小中学校非構造
部材耐震化設計

1,130万円

天
井
や
照
明
器
具
等
の
落

下
防
止
の
た
め
の
設
計
を
行

っ
て
い
ま
す
。

緊急用ヘリポート整備

1,478万円

黒
岩
地
区
に
救
急
搬
送
や

災
害
時
に
備
え
て
、
緊
急
用

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
離
着
陸
場
を

整
備
し
ま
し
た
。

落下物から子どもを守る

観光協会でがんばる協力隊員

地域の安心が増したヘリポート
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9 月
補正予算
ピックアップ

9 月
補正予算
ピックアップ

9 月
補正予算
ピックアップ

9 月
補正予算
ピックアップ

9 月
補正予算
ピックアップ

9 月
補正予算
ピックアップ

9 月
補正予算
ピックアップ

9 月
補正予算
ピックアップ

9 月
補正予算
ピックアップ

9 月
補正予算
ピックアップ

9 月
補正予算
ピックアップ

9 月
補正予算
ピックアップ

9 月
補正予算
ピックアップ

9 月
補正予算
ピックアップ

9 月
補正予算
ピックアップ

9 月
補正予算
ピックアップ

9 月
補正予算
ピックアップ

が
け
く
ず
れ
住
家
防
災

対
策
事
業

１
６
０
０
万
円

が
け
く
ず
れ
予
防
対
策
工

事
の
要
望
増
に
よ
る
費
用
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
施
設
整
備

事
業１

１
５
３
万
円

斗
賀
野
荘
浴
室
給
湯
設
備

改
修
費
及
び
車
い
す
用
入
浴

設
備
導
入
費
用
。

も
の
づ
く
り
推
進
事
業

２
６
０
５
万
円

佐
川
町
ブ
ラ
ン
ド
構
築
事

業
委
託
料
及
び
レ
ー
ザ
ー
カ

ッ
タ
ー
等
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル

購
入
費
用
。

1億3,718万

1,386万

3,767万

1,780万

71億2,575万

20億2,700万

4,097万

18億4,589万

国 民 健 康 保 険

住宅新築資金等貸付事業

介 護 保 険

補正額会 計 名

一般会計

特
別
会
計

補正後の額

平成27年度9月補正予算　 （単位：円）

聞いてみた� 提出議案に対して、各議員から出さ�
れた質問の主なものを紹介します。�
�

補
正
予
算

坂
本
議
員
　
町
内
の
街
灯
の

数
、
そ
の
中
で
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
さ

れ
た
数
、
補
正
で
あ
と
何
基

で
き
る
の
か
。

総
務
課
長
　
防
犯
灯
の
数
は

１
２
４
０
基
。
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
さ

れ
た
数
は
１
５
８
基
。
補
正

で
あ
と
28
基
で
き
る
。

坂
本
議
員
　
黒
岩
中
央
保
育

所
建
設
の
進
捗
状
況
は
。

健
康
福
祉
課
長
　
今
年
度
中

に
用
地
購
入
、
基
本
設
計
、

実
施
設
計
を
実
施
し
、
28
年

度
末
に
は
完
成
予
定
だ
。

永
田
議
員
　
レ
ー
ザ
ー
カ
ッ

タ
ー
等
の
設
置
場
所
は
ど
こ

か
。
今
後
設
置
場
所
を
慎
重

に
協
議
願
い
た
い
。

地
域
づ
く
り
事
業
　
　

９
６
５
万
円

黒
岩
地
区
集
落
活
動
セ
ン

タ
ー
用
地
購
入
費
及
び
基

本
・
実
施
設
計
委
託
料
。

黒
岩
中
央
保
育
所
新
築

用
地
造
成
設
計
委
託

５
０
０
万
円

黒
岩
中
央
保
育
所
新
築
用

地
造
成
工
事
設
計
委
託
料
。

車イスでも利用できるようになる

ものづくりが行われる予定の○久屋敷

黒岩中央保育所建設予定地

チ
ー
ム
佐
川
推
進
課
長
　
検

討
中
だ
が
旧
竹
村
呉
服
店
を

予
定
し
て
い
る
。
協
議
し
な

が
ら
進
め
て
い
く
。

松
浦
議
員
　
ブ
ラ
ン
ド
構
築

事
業
と
は
何
か
。

チ
ー
ム
佐
川
推
進
課
長
　
統

一
的
な
佐
川
町
の
ブ
ラ
ン
ド

を
構
築
す
る
こ
と
で
各
分
野

や
団
体
が
情
報
発
信
し
、
ト

ー
タ
ル
と
し
て
佐
川
を
Ｐ
Ｒ

す
る
も
の
。

町
道
廃
止
に
つ
い
て

中
村
議
員
　
地
域
住
民
の

理
解
は
得
て
い
る
か
。

産
業
建
設
課
長
　
こ
の
道

路
は
国
の
施
設
内
の
道
路

で
一
般
の
通
行
は
な
く
問

題
は
な
い
。

工
事
請
負
契
約
の
締
結

に
つ
い
て

中
村
議
員
　
こ
の
事
業
の

内
容
は
。
ま
た
別
の
方
式

に
し
た
方
が
よ
い
の
で
は

な
い
か
。

産
業
建
設
課
長
　
現
在
設

置
し
て
い
る
ゴ
ム
堰
の
、

長
寿
命
化
を
図
る
事
業

だ
。
転
倒
堰
な
ど
の
ほ
う

が
よ
い
と
思
う
が
、
そ
れ

へ
の
転
換
は
補
助
金
の
関

係
で
難
し
い
。



17億3,710万

13億7,679万

1億3,229万

2億5,136万

3,232万

35億2,986万
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特
別
支
援
学
校
の

「
設
置
基
準
」
策
定

を
求
め
る
意
見
書

（
提
出
者
　
岡
村
統
正
）

全
国
的
に
特
別
支
援
学
校

の
児
童
・
生
徒
数
の
増
加
が

す
す
み
、
在
籍
者
数
は
こ
の

10
年
間
で
３
万
６
８
０
０
人

増
え
て
い
る
。
一
方
学
校
建

設
は
ほ
と
ん
ど
進
ま
ず
、
１

５
０
人
規
模
の
学
校
に
４

０
０
人
以
上
の
児
童
・
生
徒

が
押
し
込
ま
れ
る
な
ど
、
子

ど
も
た
ち
の
学
ぶ
権
利
を
奪

う
ば
か
り
か
、
命
と
健
康
を

も
脅
か
し
て
い
る
。

全
国
で
不
足
し
て
い
る
教

室
が
、
普
通
教
室
だ
け
で
３

９
６
３
室
に
の
ぼ
る
こ
と
を

文
科
省
調
査
も
認
め
て
い

る
。幼
稚
園
か
ら
小
中
学
校
、

高
校
、
大
学
、
専
門
学
校
ま

で
す
べ
て
に
あ
る
「
設
置

基
準
」
が
特
別
支
援
学
校
だ

け
に
な
い
こ
と
か
ら
、
国
に

対
し
特
別
支
援
学
校
に
「
設

置
基
準
」
を
策
定
す
る
こ
と

を
強
く
要
請
す
る
。（

要
旨
）

16億7,381万

12億1,639万

1億1,493万

1億7,099万

1,864万

31億9,476万

会 計 名

一 般 会 計

歳出総額

特別養護老人ホーム

養護老人ホーム

障害者支援施設

ふるさと市町村圏

合　　　　計

歳入総額

特
別
会
計

平成26年度決算　 （単位：円） 高
吾
北

広
域
町
村
事
務
組
合

議
会

９
月
２
日

消
防
署
が
今
年
１
月

に
導
入
し
て
い
る
、
１

１
９
番
指
令
台
シ
ス
テ

ム
と
デ
ジ
タ
ル
無
線
の

運
用
状
況
に
つ
い
て

は
、
１
１
９
番
通
報
に

対
し
て
通
報
場
所
が
瞬

時
に
特
定
で
き
る
こ
と

か
ら
、
迅
速
、
的
確
に

対
応
で
き
、
出
動
に
要

す
る
時
間
短
縮
が
図
ら

れ
て
い
る
。
ま
た
、
デ

ジ
タ
ル
無
線
は
、
通
信

エ
リ
ア
が
従
前
以
上
に

確
保
で
き
、
消
防
署
と

消
防
団
が
常
に
情
報
を

共
有
す
る
中
で
連
携
活

動
が
で
き
て
お
り
、
指

揮
系
統
の
一
元
化
を
図

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
。

清
掃
セ
ン
タ
ー
は
、

稼
働
開
始
後
21
年
が
経

過
し
、
通
常
の
維
持
管

理
、
保
守
で
は
対
応
が

困
難
と
な
る
設
備
が
多

く
見
ら
れ
る
状
態
と
な

っ
て
い
る
。
平
成
26
年

度
に
精
密
機
能
検
査
を

実
施
し
、
老
朽
化
し
た

設
備
は
更
新
す
る
大
規

模
改
修
を
行
い
、
そ
の

後
適
切
な
修
繕
を
継
続

し
て
い
き
施
設
を
長
寿

命
化
さ
せ
る
方
針
と
し

て
い
る
。
平
成
28
年
度

に
基
本
設
計
を
行
い
、

大
規
模
改
修
を
進
め
て

い
く
。

《
組
合
長

諸
般
報
告
》



普
段
は
ベ
ン
チ
、
災
害
時

に
は
炊
き
出
し
が
で
き
る
か

ま
ど
と
し
て
利
用
で
き
る

「
防
災
か
ま
ど
ベ
ン
チ
」
と

い
う
も
の
が
あ
る
。
本
町
で

も
指
定
避
難
所
や
、
一
時
避

難
所
と
な
る
可
能
性
の
あ
る

公
園
な
ど
に
、
設
置
す
る
こ

と
は
災
害
時
を
想
定
す
れ
ば

有
効
な
取
り
組
み
に
な
る
。

積
極
的
に
検
討
す
る
べ
き
だ
。

横
山
総
務
課
長

地
域
の
公

園
や
避
難
所
と
な
る
公
民
館

な
ど
へ
設
置
可
能
な
と
こ
ろ

も
あ
る
か
と
思
う
。
自
主
防

災
組
織
に
も
紹
介
し
た
い
。

町
と
し
て
も
、
調
理
施
設
の

な
い
避
難
所
、
ま
た
、
学
校

な
ど
調
理
施
設
が
あ
っ
た
と

し
て
も
補
完
と
し
て
「
ベ
ン

チ
」
が
役
に
立
つ
こ
と
も
あ

る
か
と
思
う
の
で
、
今
後
、

研
究
し
て
い
き
た
い
。

認知症チェッカー

導入し、早期発見を

認知症チェッカー

導入し、早期発見を

子
ど
も
安
心
カ
ー
ド

導
入
進
め
る
べ
き
だ

子
ど
も
安
心
カ
ー
ド

導
入
進
め
る
べ
き
だ

防災かまどベンチ

積極的に検討を

防災かまどベンチ

積極的に検討を
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松
浦
　
隆
起
　
議
員

5人が町政を問う�

総務課長 今後、研究していきたい

健康福祉課長 検討したい

認
知
症
は
、
認
知
症
予
備

軍
の
人
が
認
知
症
に
な
ら
な

い
よ
う
に
予
防
し
て
い
く
こ

と
が
重
要
な
点
だ
と
言
わ
れ

て
お
り
、
早
期
発
見
が
重
要

と
な
る
。

教
育
長

年
内
に
結
論
を
出
し
た
い

保
育
所
や
小
中
学
校
に
お

い
て
、
児
童
生
徒
ら
が
病
気

や
け
が
、
ア
レ
ル
ギ
ー
症
状

な
ど
で
救
急
搬
送
さ
れ
る
際

に
、
学
校
と
消
防
が
迅
速
に

連
携
で
き
る
た
め
の
「
子
ど

も
安
心
カ
ー
ド
」
と
い
う
取

り
組
み
が
あ
る
。
既
往
歴
や

ア
レ
ル
ギ
ー
の
有
無
、
服
用

薬
な
ど
を
記
し
て
お
き
、
救

急
隊
に
手
渡
し
を
す
る
も
の

で
、
本
町
に
お
い
て
も
導
入

を
進
め
る
べ
き
だ
。

川
井
教
育
長

「
子
ど
も
安

心
カ
ー
ド
」
は
、
内
容
が
簡

潔
で
利
便
性
が
高
い
と
考
え

て
お
り
、
導
入
に
向
け
て
、

校
長
会
で
検
討
し
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

と
協
議
を
経
て
年
内
に
は
結

論
を
出
し
た
い
。

岡
�
健
康
福
祉
課
長

学
校

と
あ
る
程
度
、
歩
調
を
合
わ

せ
、
園
長
会
等
で
協
議
を
し

た
上
で
、
年
内
に
結
論
を
出

し
た
い
。

いつもはベンチ、災害時にはカマド

認知症サポーター養成講座

そ
の
一
つ
の
手
立
て
と
し

て
、
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話

な
ど
で
、
簡
単
に
認
知
症
の

チ
ェ
ッ
ク
が
で
き
る
「
認
知

症
チ
ェ
ッ
カ
ー
」
と
い
う
も

の
が
あ
る
。
本
町
で
も
導
入

し
、
早
期
発
見
に
つ
な
げ
る

べ
き
だ
。

岡
�
健
康
福
祉
課
長

気
づ

き
と
い
う
の
を
促
す
分
に
つ

い
て
は
十
分
効
果
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
て
い

る
。今

年
度
か
ら
検
討
し
て
い

る
「
認
知
症
初
期
集
中
支
援

チ
ー
ム
」
と
併
せ
て
、
取
り

組
み
を
進
め
て
い
く
こ
と
が

よ
り
効
果
が
発
揮
さ
れ
る
の

で
な
な
い
か
と
感
じ
て
い

る
。
情
報
分
析
を
し
た
上
で
、

導
入
す
る
か
ど
う
か
を
検
討

し
た
い
。



給付制奨学金制度

導入を

給付制奨学金制度

導入を

マイナンバー制度の

情報管理は大丈夫か

マイナンバー制度の

情報管理は大丈夫か
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坂
本
　
玲
子
　
議
員 教育長 国、県の動向を見守る

子
ど
も
の
学
ぶ
権
利
は
憲

法
で
も
保
障
さ
れ
て
い
る
。

人
口
減
少
を
食
い
止
め
る
た

め
に
は
子
育
て
支
援
を
充
実

さ
せ
る
こ
と
が
重
要
だ
。
経

済
的
理
由
で
進
学
を
あ
き
ら

総務課長 安全性の確保はできている

この子らの未来のために

年
金
情
報
の
流
出
問
題
で

情
報
漏
え
い
の
不
安
が
高
ま

っ
て
い
る
。
佐
川
町
で
の
情

臨時職員の

雇い止め期間をなくせ

臨時職員の

雇い止め期間をなくせ

総務課長 職種や状況によって短縮

不安がいっぱい！マイナンバー制度

総
務
省
の
通
達
で
臨
時
職

員
の
再
任
用
で
は
雇
い
止
め

の
必
要
は
な
い
と
い
う
こ
と

が
書
か
れ
て
い
る
。
特
に
専

門
職
の
必
要
な
現
場
で
は
人

が
い
な
く
て
困
っ
て
い
る
。

１
カ
月
の
雇
い
止
め
を
な
く

す
形
に
で
き
な
い
か
。
長
期

に
雇
用
が
必
要
で
資
格
が
必

要
な
職
場
で
は
任
期
付
職
員

の
形
で
の
雇
用
を
検
討
し
て

は
ど
う
か
。

横
山
総
務
課
長

再
任
用
に

つ
い
て
は
１
カ
月
の
期
間
を

あ
け
る
こ
と
を
原
則
と
し
て

い
る
。
そ
の
職
種
、
状
況
に

よ
っ
て
そ
の
期
間
を
短
縮
し

て
業
務
が
お
ろ
そ
か
に
な
ら

な
い
よ
う
な
対
策
を
と
る
。

任
期
付
職
員
に
つ
い
て
は
研

究
を
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

○
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券

の
販
売
方
法
の
検
討
を

報
漏
え
い
対
策
は
十
分
か
。

将
来
的
に
は
資
産
状
況
や
健

康
状
況
ま
で
す
べ
て
が
赤

裸
々
に
な
る
可
能
性
が
あ

る
。
制
度
の
拡
大
は
情
報
漏

え
い
の
危
険
性
を
高
め
る
。

情
報
は
行
政
の
中
だ
け
に
と

ど
め
る
べ
き
だ
。

総
務
課
長

さ
ま
ざ
ま
な
個

人
情
報
を
取
り
扱
う
町
の
総

合
行
政
シ
ス
テ
ム
は
外
部
か

ら
隔
離
し
た
基
幹
系
の
回
線

に
な
っ
て
い
て
、
一
定
の
安

全
は
確
保
で
き
て
い
る
。
し

か
し
、
運
用
面
で
の
危
険
性

が
あ
る
の
で
、
職
員
の
情
報

管
理
能
力
向
上
の
た
め
の
研

修
を
し
て
い
く
。

め
る
子
ど
も
が
た
く
さ
ん
い

る
。
町
独
自
の
給
付
式
奨
学

金
の
導
入
を
し
て
は
ど
う

か
。ま

た
そ
の
財
源
に
ふ
る
さ

と
納
税
を
活
用
し
て
は
ど
う

か
。

川
井
教
育
長

学
ぶ
権
利
を

保
障
す
る
こ
と
は
、
国
の
責

任
に
お
い
て
す
べ
き
も
の
で

あ
る
と
思
う
。
ま
ず
は
国
や

県
の
給
付
型
奨
学
金
の
制
度

の
動
向
を
見
守
る
。

横
山
総
務
課
長

ふ
る
さ
と

寄
付
金
は
寄
付
者
の
意
思
を

反
映
で
き
る
よ
う
な
事
業
に

充
て
て
い
き
た
い
。
ど
の
よ

う
な
事
業
に
活
用
す
る
か
は

今
後
検
討
し
て
い
く
。
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進捗状況と内容は
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森
　
正
彦
　
議
員

教育長 今年の11月に答申を受ける

町
で
は
図
書
館
整
備
検
討

委
員
会
を
設
置
し
て
、
整
備

に
つ
い
て
の
検
討
を
し
て
い

る
。
会
の
進
捗
状
況
、
今
後

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て

聞
く
。
ま
た
、
教
育
委
員
会

と
し
て
、
町
立
図
書
館
の
求

め
ら
れ
る
役
割
、
機
能
を
ど

う
考
え
て
い
る
か
。

総務課長 貸与を受け存続したい

有
効
活
用
す
る
の
で
あ
れ
ば

町
に
無
償
で
提
供
し
て
も
よ

い
と
の
申
し
出
が
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
役
場
内
部
で
の

協
議
や
両
駅
舎
の
視
察
、
自

治
会
長
の
意
見
聴
取
を
し
た
。

町
と
し
て
は
、
町
民
の

方
々
の
思
い
を
勘
案
し
、
駅

舎
は
無
償
提
供
を
受
け
る
こ

と
と
し
、
公
の
た
め
の
利
活

用
を
考
え
て
い
く
。
ま
た
ト

イ
レ
は
公
衆
ト
イ
レ
と
し
て

改
修
す
る
こ
と
を
念
頭
に
、

維
持
管
理
の
方
法
を
検
討
す

る
。

健康福祉課長 運動として進める

国
保
料
が
上
が
っ
た
。
健

康
づ
く
り
を
し
て
医
療
費
を

抑
制
し
な
い
と
、
団
塊
の
世

代
が
後
期
高
齢
者
に
な
る
こ

ろ
に
は
大
変
な
こ
と
に
な

る
。

住
民
と
協
働
の
理
念
で
健

康
づ
く
り
に
取
り
組
み
、
健

康
寿
命
を
延
ば
し
て
医
療
・

介
護
の
費
用
を
抑
制
す
る
よ

う
な
健
康
づ
く
り
運
動
の
体

制
を
構
築
す
べ
き
だ
。

岡
�
健
康
福
祉
課
長

町
で

は
平
成
24
年
度
か
ら
５
カ
年

の
佐
川
町
健
康
増
進
計
画
と

食
育
推
進
計
画
を
立
て
て
実

行
し
て
い
る
。

健
康
づ
く
り
運
動
は
ヘ
ル

ス
メ
イ
ト
の
皆
さ
ん
や
、
地

域
で
活
動
さ
れ
て
い
る
方
と

連
携
を
密
に
し
て
、
町
民
の

一
人
一
人
の
運
動
が
継
続
で

き
る
よ
う
取
り
組
み
を
進
め

た
い
。

Ｊ
Ｒ
四
国
は
、
斗
賀
野
駅

と
西
佐
川
駅
の
駅
舎
を
撤
去

す
る
方
針
だ
。

両
駅
と
も
利
用
者
が
多

く
、
人
生
の
思
い
も
詰
ま
っ

て
い
る
。
町
民
に
と
っ
て
は

大
事
に
守
っ
て
い
き
た
い
施

設
で
あ
る
。
町
の
方
針
は
ど

う
か
。

横
山
総
務
課
長

Ｊ
Ｒ
四
国

か
ら
２
つ
の
駅
舎
に
つ
い
て
、

維
持
管
理
費
の
軽
減
の
た
め

小
規
模
な
簡
易
待
合
に
建
て

替
え
、
ト
イ
レ
は
取
り
壊
す
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
駅
舎
を

川
井
教
育
長

会
は
現
在
ま

で
４
回
開
催
し
、
現
状
の
課

題
把
握
や
他
町
の
図
書
館
の

視
察
、
講
師
を
招
い
て
の
研

修
等
を
実
施
し
て
い
る
。
今

後
２
回
の
委
員
会
で
方
針
を

決
定
し
て
も
ら
い
、
今
年
11

月
に
答
申
を
受
け
る
。

図
書
館
の
役
割
と
し
て
は

住
民
や
地
域
が
抱
え
る
課
題

解
決
の
た
め
の
支
援
や
、
地

域
の
実
情
に
即
し
た
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
に
努
め
る
こ
と
が

原
則
だ
。
ま
ず
身
近
な
町
立

図
書
館
を
利
用
し
、
専
門
的

な
調
べ
も
の
は
県
立
図
書
館

を
利
用
す
る
の
が
基
本
だ
。

佐川にとって求められる図書館は？

残して活用したい思い出の駅舎
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中
村
　
卓
司
　
議
員 町長 具体的に検討を進める

町
民
の
中
か
ら
道
の
駅
が

ほ
し
い
と
の
声
が
大
き
く
な

り
、
Ｊ
Ａ
は
ち
き
ん
の
店
が

中
心
に
な
り
、
署
名
運
動
を

行
っ
て
い
る
。

町長 農業振興施策として検討

町
長
は
道
の
駅
計
画
は
５

年
以
内
に
検
討
す
る
と
前
回

の
議
会
で
答
え
た
。
総
合
計

画
に
ど
の
よ
う
に
反
映
し
て

い
く
の
か
。

堀
見
町
長

「
道
の
駅
が
欲

し
い
ね
」
と
の
声
が
大
き
く

な
っ
て
、
日
増
し
に
増
え
て

い
る
と
い
う
実
感
が
あ
る
。

来
年
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
す

る
佐
川
町
の
総
合
計
画
が
で

き
上
が
る
中
で
、
具
体
的
に

検
討
を
進
め
て
い
く
。

基盤整備された広い農地

チーム佐川推進課長 観光客増加

歴
ま
ち
事
業
で
今
ま
で
の

実
績
は
ど
う
か
。
観
光
客
の

増
加
は
ど
う
か
。

ま
た
、
今
後
ど
の
よ
う
に

進
め
て
い
く
の
か
。

片
岡
チ
ー
ム
佐
川
推
進
課
長
　

ソ
フ
ト
面
で
は
、
広
報
、
啓

発
活
動
や
酒
蔵
ロ
ー
ド
劇
場

の
開
催
、
さ
ら
に
上
町
ガ
イ

ド
や
ひ
な
祭
り
イ
ベ
ン
ト
、

ま
た
移
築
し
た
名
教
館
で
観

光
ガ
イ
ド
養
成
研
修
、
高
知

大
学
の
出
前
講
座
、
本
年
度

は
小
学
生
か
ら
高
校
生
対
象

の
論
語
塾
や
町
民
の
自
主
企

画
講
座
な
ど
も
開
催
さ
れ
て

い
る
。
そ
れ
ら
に
よ
り
昨
年

よ
り
毎
月
百
名
以
上
、
観
光

客
が
増
加
し
て
い
る
。

ハ
ー
ド
面
で
は
、
佐
川
文

庫
庫
舎
、
旧
浜
口
家
住
宅
、

牧
野
公
園
の
整
備
な
ど
に
取

り
組
ん
で
き
た
。

今
後
、
旧
竹
村
呉
服
店
、

司
牡
丹
一
号
酒
蔵
事
業
を
展

開
す
る
。
そ
の
た
め
、
事
業

期
間
を
平
成
30
年
ま
で
延
長

す
る
。

そ
の
他
の
質
問

○
農
業
後
継
者
対
策
に
つ
い
て

○
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

観光に一役！

こ
れ
か
ら
の
農
業
を
考
え

る
中
で
、
農
業
者
や
農
業
後

継
者
の
た
め
に
農
業
基
盤
整

備
が
ま
だ
不
十
分
だ
と
考
え

る
。
佐
川
の
現
状
は
ど
う
か
。

ま
た
、
今
後
の
土
地
基
盤

整
備
を
ど
う
進
め
て
い
く
の

か
。

渡
辺
産
業
建
設
課
長

佐
川

町
の
農
地
面
は
８
１
４
ヘ
ク

タ
ー
ル
で
あ
り
、
そ
の
う
ち

２
１
２
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
圃
場

整
備
さ
れ
て
い
る
。
全
体
の

26
％
が
実
施
さ
れ
て
い
る
面

積
だ
。

堀
見
町
長

総
合
計
画
の
中

で
基
盤
整
備
事
業
を
農
業
の

振
興
施
策
の
一
つ
と
し
て
検

討
し
て
い
く
。



14平成27年11月1日 第64号

移住・定住対策の

計画策定状況は

移住・定住対策の

計画策定状況は

岡
�
健
康
福
祉
課
長

町
の

要
介
護
認
定
者
９
８
６
名
の

中
で
、
２
割
負
担
は
35
名
。

通
知
に
よ
る
制
度
の
問
い
合

わ
せ
は
あ
っ
た
が
、
具
体
的

な
苦
情
は
な
い
。
２
割
負
担

移
行
に
よ
り
、
サ
ー
ビ
ス
の

変
更
や
影
響
を
受
け
た
と
の

報
告
も
な
い
。

霧生関へリポート

１年間延期の理由は

霧生関へリポート

１年間延期の理由は

介護保険サービス

２割負担の状況は

介護保険サービス

２割負担の状況は

下
川
　
芳
樹
　
議
員健康福祉課長 具体的な苦情はない

総務課長 防災拠点として民有地取得を検討

チーム佐川推進課長 計画を12月定例会に諮る

本
年
８
月
よ
り
一
定
以
上

の
所
得
が
あ
る
高
齢
者
の
、

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
利
用
時

の
個
人
負
担
が
１
割
か
ら
２

割
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
。
被

保
険
者
の
状
況
は
ど
う
か

延期されたヘリポート予定地

現
在
策
定
中
の
計
画
で
、

移
住
・
定
住
対
策
に
つ
い

て
、
す
で
に
確
定
し
て
い
る

内
容
と
空
き
家
バ
ン
ク
の
進

捗
状
況
は
。

片
岡
チ
ー
ム
佐
川
推
進
課
長

現
在
１
万
３
千
５
０
０
人
の

町
人
口
が
、
何
も
し
な
け
れ

ば
、
45
年
後
に
は
約
６
千
９

０
０
人
に
な
る
と
推
測
さ
れ

る
。
町
は
、
人
口
展
望
で
出

生
率
の
向
上
と
移
住
・
定
住

の
効
果
を
反
映
し
、
45
年
後

の
人
口
９
千
３
４
０
人
を
目

指
す
。

移
住
・
定
住
の
施
策
を
総

合
計
画
、
総
合
戦
略
に
反
映

し
、
議
員
へ
の
説
明
を
経
て

12
月
定
例
会
に
諮
る
こ
と
と

し
て
い
る
。

７
月
に
空
き
家
バ
ン
ク
を

設
置
し
、
２
件
の
登
録
が
あ

る
。
10
件
は
所
有
者
と
相
談

中
で
あ
る
。

そ
の
他
の
質
問

○
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
つ

い
て

斗
賀
野
大
好
き
で
移
住
さ
れ
た

ご
夫
婦

霧
生
関
の
開
発
に
つ
い
て

は
、
平
成
27
年
度
に
ヘ
リ
ポ

ー
ト
完
成
を
目
指
し
た
い
と

の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
１
年

間
延
期
さ
れ
た
。
延
期
に
至

っ
た
経
緯
と
今
後
の
計
画

は
。

横
山
総
務
課
長

広
域
の
防

災
拠
点
と
し
て
活
用
で
き
る

よ
う
計
画
内
容
を
詰
め
て
い

る
。そ

の
中
で
、
大
型
ヘ
リ
が

離
着
陸
で
き
る
面
積
に
加

え
、
自
衛
隊
や
消
防
救
助
隊
、

警
察
災
害
派
遣
隊
の
宿
営
場

所
確
保
の
た
め
一
定
規
模
の

土
地
の
広
さ
が
足
り
な
い
こ

と
が
判
明
し
た
。
民
有
地
の

取
得
を
検
討
し
、
造
成
工
事

は
28
年
度
か
ら
行
う
。

渡
辺
産
業
建
設
課
長

今
後

の
予
定
に
つ
い
て
は
、
本
年

度
末
に
決
定
す
る
利
用
計
画

に
基
づ
き
都
市
計
画
法
、
森

林
法
の
開
発
変
更
許
可
を
申

請
す
る
。
来
年
度
は
大
型
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
の
緊
急
離
発
着

場
を
含
め
た
開
発
工
事
に
着

手
し
、
28
年
度
中
の
完
成
を

予
定
し
て
い
る
。



国、県の方針に沿って考える平成27年度から軽減実施
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子育て支援は重要な施策と考えて

いる。

財政的支援については、国、県の

方針に沿って考えたい。

子育て支援策で保育料の
軽減を（平成26年9月定例会）

議会広報編集委員会

委
員
長
　
　
森
　
　
正
彦

副
委
員
長
　
　
片
岡
　
勝
一

委
　
　
員
　
　
邑
田
　
昌
平

委
　
　
員
　
　
坂
本
　
玲
子

委
　
　
員
　
　
下
川
　
芳
樹

※
わ
か
り
や
す
い
紙
面
に
と
心
が
け
て
い
ま
す
。

読
後
の
ご
感
想
、
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

編
集
後
記

「
安
保
関
連
法
案
の
廃
案
を
求
め
る
請

願
書
」
が
議
会
に
出
さ
れ
た
。
総
務
文
教

委
員
会
に
付
託
さ
れ
継
続
審
議
に
な
っ

た
。
議
員
発
議
で
も
「
安
保
関
連
法
案
を

今
国
会
で
成
立
さ
せ
な
い
こ
と
を
求
め
る

意
見
書
」
が
出
さ
れ
、
そ
れ
も
賛
成
多
数

で
委
員
会
付
託
と
な
っ
た
。
そ
れ
に
対
し

て
今
議
会
で
取
り
上
げ
る
よ
う
に
求
め
る

動
議
が
出
さ
れ
た
が
、
賛
成
少
数
で
否
決

さ
れ
た
。
今
国
会
で
安
保
関
連
法
は
成
立

し
た
。

意
見
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
だ
ろ
う
が
、
子

ど
も
た
ち
に
は
平
和
な
日
本
を
残
し
た

い
。

坂
本
　
玲
子

あなたが選んだ議員の
仕事ぶりを見にきませんか？

次の定例会は12月4日（金）午前9時
開会予定です。傍聴においでください。

少子化対策のためにも、子育てし

やすい町づくりは大事である。保

育料の軽減はできないか。（坂本

玲子議員）

平成27年度より、第3子無料

化を年長まで、同時入所の第2

子も無料化を実施している。

あ
の
質
問
の
ゆ
く
え
No.35

あ
の
質
問
の
ゆ
く
え

ど う�
なった�

町　　長�
答　　弁�



―
先
日
の
吉
本
乳
業
百
年
記
念
の
イ

ベ
ン
ト
は
大
勢
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま

し
た
ね
。

メ
ン
バ
ー
と
と
も
に
頑
張
っ
た
か

い
が
あ
り
ま
し
た
。

―
結
成
し
た
年
と
目
的
は
？

２
０
１
１
年
に
お
い
し
い
牛
乳
を

ブ
ラ
ン
ド
化
し
て
売
ろ
う
と
結
成
し

ま
し
た
。

―
メ
ン
バ
ー
の
人
数
と
構
成
は
？

現
在
20
人
く
ら
い
で
す
。
酪
農
家

４
人
と
商
工
会
青
年
部
員
が
中
心
と

な
っ
て
い
ま
す
。

―
地
乳
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
を
ど

の
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
か
？

斬
新
な
デ
ザ
イ
ン
が
受
け
て
売
り

上
げ
も
伸
び
ま
し
た
。
ブ
ラ
ン
ド
と

し
て
定
着
し
た
か
な
と
思
っ
て
い
ま

す
。

―
地
域
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
皆
さ
ん
に

浸
透
し
、
認
知
さ
れ
て
き
ま
し
た
ね
。

今
後
の
抱
負
は
。

生
産
者
も
今
ま
で
以
上
に
お
い
し

い
牛
乳
を
作
ろ
う
と
励
み
に
な
り
ま

す
。
地
乳
を
使
っ
た
プ
リ
ン
や
ア
イ

ス
、
パ
ン
も
で
き
ま
し
た
。

し
か
し
何
よ
り
よ
か
っ
た
の
は
、

若
い
み
ん
な
が
前
を
向
き
、
力
を
合

わ
せ
て
で
き
た
こ
と
で
す
。
こ
れ
か

ら
も
前
に
向
か
っ
て
進
ん
で
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

楽
し
い
お
祭
り
が
で
き
ま
し
た

ね
。
こ
れ
か
ら
も
佐
川
町
の
ブ
ラ
ン

ド
づ
く
り
に
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ

頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。
期
待
し
て
い

ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

あ
な
た
の
周
り
で
、
佐
川
町
の
元

気
の
た
め
に
頑
張
っ
て
い
る
「
組
織

や
グ
ル
ー
プ
」
を
ぜ
ひ
、
ご
紹
介
く

だ
さ
い
。

地
乳
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
会
議

地
乳
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
会
議

平成27年11月1日 第64号

地域で
がんばる
地域で
がんばる

わ
が
ま
ち
佐
川
に

は
、
地
域
の
た
め
に

活
動
し
て
い
る
組
織

や
グ
ル
ー
プ
が
あ
り

ま
す
。

そ
の
皆
さ
ん
に
ス

ポ
ッ
ト
を
当
て
紹
介

し
ま
す
。

今
回
は
、
地
乳
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
会

議
の
リ
ー
ダ
ー
竹
村

英
久
さ
ん
に
お
話
を

伺
い
ま
し
た
。

竹村さん

仔牛もイベントの人気者！
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祭りを盛り上げる「モー娘」

たくさんの出店でにぎわった


